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OCW の発表に関連して、ユネスコは2002年に、第回 Global OER Forum を開催した。
aOERbという語がはじめてつかわれたのはこのフォーラムである。それ以来、ユネスコは教育
へのユニバーサル・アクセス実現のために、コミュニティを立ち上げ、途上国でのOER 利用を
推進している。2012年には、ユネスコと、Commonwealth of Learningが主催するWorld Open
Educational Resources Congress において、OERパリ宣言が採択された2,3。
2. 大規模オープン・オンライン・コース（MOOC）




2. 1 MOOCの定義と Connectivism
MOOC という語は、Dave Cormier の造語で、George Siemens と Shane Dawsonが開講した
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2. 3 カーン・アカデミー













もう一つは、Andrew Ng のaMachine Learningbと、 Jennifer Widom のaIntroduction to
Databasesbで、これは後の Coursera となった。Machine Learning は、104,000人が登録して
13,000人が修了、aIntroduction to Databasesbは、92,000人が登録して、7,000人が修了した。



































月から、村山斉教授のaFrom the Big Bang to Dark Energyb10 と、
藤原帰一教授のaConditions of War and Peaceb11 が開講される。いずれも英語の講義である。
Coursera のビジネスモデルは固まっているわけではない。修了証書（certificate）の発行、テ
ストのアウトソース、人材紹介、マッチング、コース・コンテンツの販売などが考えられている
という。それに関連した動きとして、American Council on Educationʼs College Credit
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（4）その他の MOOCプロバイダー
FutureLearn（http://futurelearn.com/）は、英国の Open Univeristy を中心とした主に英連
邦の大学による連合である。大英博物館やブリティッシュ・カウンシルなども参加している。
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Enhanced attention and focusShort videos
Pedagogical benefitsMOOC characteristic
Enhanced learning through this assessmentPeer and self-assessment
Mastery learningShort videos and quizzes
表 MOOCの特徴と教授法上の利点
Peer assistance, out-of-band learningOnline forums
Retrieval learningOnline quizzes and assessments
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